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関
西
の
多
言
語
表
示

多

言
語
化
と
の
か
か
わ
り
を
中
心
に

多
言
語
に
よ
る
案
内
表
示

庄
司

博
史

1
　
は
じ
め
に

　
こ
の

一
〇
年
余
り
の
問
に
京
阪
神
で
は
都
市
部
を
中
心
と
し

て
、
交
通
機
関

や
交
通

の
結
節
点
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
、
さ
ら

に
外
国
人
の
集
住
地
域
や
経
済
活
動
の
活
発
な
地
域
な
ど
で
も
、

日
本
語
や
英
語
以
外

の
言
語
に
よ
る
表
示
を
目
に
す
る
機
会
が

増
え

て
い
る
。
か

つ
て
外
国
語
表
示
と

い
え
ば
も

っ
ぱ
ら
英
語

が
観
光
客
向
け
の
案
内
、
あ
る
い
は
日
本
人
向
け

の
装
飾
と
し

て
店
名
な
ど
に
み
ら
れ
る
程
度

で
あ

っ
た
状
況
と
は
大
き
く
様

変
わ
り
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
関
西

(注
1
)
に
お
け
る
多
言

語
表
示

の
現
状
を
地
域
、
現
れ
方
に
お

い
て
概
観
す
る
と
と
も

に
、
後
半

で
は
、
社
会
の
多
言
語
化
と

い
か
に
か
か
わ

っ
て
い

る
か
考
察
す
る
。

　
ま
ず
、
基
本
的
概
念
と
し

て
、
多
言
語
表
示
と
は
、
日
本
語

以
外

の
こ
と
ば
を
含
む
、
お
も

に
公
共

の
場
に
お

い
て
目
に
す

る
文
字
表
記
と
定
義
し
て
お
く
。
最
近
社
会
言
語
学
で
関
心
を

持
た
れ
始
め
た
多
言
語
景
観
と
は
、
こ
の
よ
う
な
表
示
が
地
域

に
お
い
て
構
成
す
る
景
観
総
体
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
。
表
示

媒
体
と
し
て
は
、
屋
外
や
地
下
街
な
ど
公
的
通
路
、
さ
ら
に
公

共
交
通
機
関

に
お
け
る
看
板
、
ポ

ス
タ
ー
、
標
識
、
張
り
紙
、

ス
テ
ッ
カ
ー
、
表
札
な
ど
が
あ
る
が
、
二
次
的
に
は
公
共
施
設
、

役
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
店
舗
内

に
お
け
る
施
設
案
内
板
、
掲
示
板
、

チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
掲
示
板
な
ど
も
含
む
こ
と
が
で
き
る
。
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関西の多言語表示

・
多

言
語
表
示
の
み
か
た

　
多

言
語
表
示
は
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
観
察

・
分
析
可
能
で

あ
る

(庄
司

二
〇
〇
九
、
二
六
～
三

一
頁
)。
ま
ず
発
信
者
で
は
、
公

的
な

も
の
か
、
私
的
な
も

の
か
、
後
者
は
さ
ら
に
、
多
数
派
に

よ
る
も
の
か
、

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

(外
国
人
、
移
民
)

に
よ

る
も

の
か
に
区
別
で
き
よ
う
。
ま
た
、
表
示
の
対
象
者
と

し
て
も
、
多
数
派
と

エ
ス

ニ
ッ
ク

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
向
け
た

も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
用
い
ら
れ
る
言
語
、
文
字
種

の
他
、
ど

の
よ
う
な
言
語
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
点
も
重
要

で
あ

る
。

一
方

で
、
表
示

の
内
容
や
機
能
と

い
う
観
点
か
ら
も

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
な
も

の
と
し
て
、
企
業

の
屋
号
や
機

関
名

な
ど
の
看
板
や
表
札
な
ど
に
み
ら
れ
る
自
己
表
示
、
商
品

購
買

や
行
事
参
加
な
ど

へ
の
勧
誘
、
行
政
や
企
業

の
事
業

の
説

明
、

サ
ー
ビ
ス
や
装
置

の
利
用
案
内
、
現
在
地
や
目
的
地

へ
の

案
内
、
警
告

・
規
制

・
注
意
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

2

関
西
に
お
け
る
多
言
語
表
示
調
査

方
法
と
調
査
地
域

　
以
上

の
よ
う
な
観
点
か
ら
関
西

の
多
言
語
表
示

の
概
要
を

つ

か
む
た
め
、
二
〇
〇
五
年
ほ
ぼ
半
年
を
か
け
、
関
西
の
都
市
部

を
中
心
に
調
査
を
実
施
し
た

(注
2
)。
予
備
調
査

に
よ
り
多
言

語
表
示
の
存
在
が
あ
る
程
度
確
認
さ
れ
た
地
域
を
選
択
し
、
鉄

道
駅
を
起
点
と
し
て
そ
の
周
囲

の
繁
華
街
、
住
宅
街

で
の
多
言

語
表
示
を
し
ら
べ
た
。
調
査
項
目
は
、
表
示
媒
体
、
表
示
内
容
、

使
用
言
語

(文
字
)
で
あ
る
。
駅
で
は
チ

ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
用
い
、

料
金
表
、
行
き
先
表
示
な
ど
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た
項
目
に
つ

い
て
、
日
本
語
だ
け

の
表
示
も
ふ
く
め
記
録
し
、
駅
以
外

の
街

頭
で
は
外
国
語
が
ふ
く
ま
れ

て
い
る
表
示

の
み
取
り
あ
げ
た
。

調
査
地
点
は
、
大
阪
市
北
区
梅
田
周
辺

(キ
タ
)、
大
阪
市
中
央

区
心
斎
橋
周
辺

(ミ
ナ
ミ
)、
大
阪
市
生
野
区
、
京
都
市
京
都
駅

周
辺
、
神
戸
市
三
宮
周
辺
で
あ

る
。
ま
ず
地
域
ご
と
の
特
徴
を

概
観
し
て
お
く
。

・
大
阪
北

(キ
タ
)　
J
R
は
じ
め
、
阪
神
、
阪
急
お
よ
び
地
下

鉄
三
本

の
乗
り
入
れ
る
梅
田
周
辺
は
大
阪
の
交
通

の
拠
点
と

い

え
る
。
大
型
百
貨
店
や
大
規
模
地
下
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
街
も
集
中

す
る
。
調
査
し
た

の
は
、
各
鉄
道
駅
構
内
お
よ
び
地
下
シ

ョ
ッ

ピ
ン
グ
街
、
梅
田
東
部
お
よ
び
南
部
の
歓
楽
街
で
あ
る
。

・
大
阪
南

(ミ
ナ
ミ
)　
キ
タ
の
梅
田
に
次
ぐ
大
阪
第
二
の
交
通

拠
点
、
歓
楽
街
を
擁
す
る
大
阪
市
中
央
区
難
波
、
心
斎
橋
付
近
は
、

南
海
、
近
鉄
、
阪
神

(二
〇
〇
九
年
よ
り
)
と
地
下
鉄
三
本
が
乗
り

入
れ
る
。
地
上
の
心
斎
橋
な
ど
歓
楽
街
に
は
若
者
向
け
の
町
と
し

て
有
名
は
ア
メ
リ
ヵ
村
、
風
俗
店
街
な
ど
が
隣
接
す
る
。
大
規
模

な
電
気
屋
街
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
。
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多置語によ3案 内表示

・
大
阪
生
野
区
　
大
阪
市
東
部
に
位
置
し
、
J
R
環
状
線
お
よ

び
近
鉄
線
鶴
橋
駅

の
東
南
部
周
辺
に
は
第
二
次
世
界
大
戦
前
か

ら
多
く

の
コ
リ
ア
ン
が
居
住
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
末

の
統

計
で
は
生
野
区
の
全
人

口

=
二
万
八
五
五
〇
人
中
、
外
国
籍
は

三
万
二

=
二
七
人
で
、
韓
国

・
朝
鮮
籍
は
二
万
九
八
五
八
人
、

全
体
の
約
22
%
に
あ
た
る
。

・
京
都
　
関
西
の
筆
頭

の
観
光
都
市
で
あ
り
、
外
国
か
ら
も
年

間

一
〇
〇
万
人
近
い
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
。
J
R
京
都
駅
は

在
来
線
、
新
幹
線
の
ほ
か
、
近
鉄
線

や
市
営
地
下
鉄
と
も
連
絡
し

て
い
る
。
京
都
駅
北
側
は
ホ
テ
ル
、
商
業
ビ
ル
、
地
下
街
お
よ
び

路
線
観
光
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
が
、
南
部
は
都
市
開
発
が
遅

れ
、
古

い
商
店
や
民
家
の
入
り
混
じ
る
地
域
と
な

っ
て
い
る
。
在

日
コ
リ
ア
ン
の
多

い
東
九
条
は
そ
の
南
部
に
位
置
し
て
い
る
。

・
神
戸
　
か

つ
て
外
国
人
居
留
地
を
擁
し
、
ま
た
国
際
港
湾
都

市
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
の
代
表
部
が
近
年
ま

で
多
く
存

在
し
、
い
わ
ゆ
る
国
際
色
豊
か
な
都
市
と
し
て
知
ら
れ
る
。
三
宮
、

元
町
付
近
に
は
、
J
R
に
加
え
、
阪
神
、
阪
急
、
神
戸
電
鉄
が

乗
り
入
れ
る
。
こ
の
南
部
沿
岸
地
域
は
大
型
デ
パ
ー
ト
、
繁
華
街
、

行
政
施
設
等
が
あ
り
、

一
角
に
は
観
光
化
し
た
南
京
町
が
あ
る
。

三
宮
北
側
に
は
歓
楽
街
が
位
置
し
、
そ
こ
か
ら
山
手
に
か
け
て

は
、
異
人
館
な
ど
古
く
か
ら
の
外
国
人
住
宅
も
多

い
。

3

関
西
の
多
言
語
表
示
の
現
状

　
ま
ず
、
関
西
に
お
け
る
多
言
語
表
示

の
現
状
を
調
査

の
結
果

か
ら
み
て
み
た

い
。
調
査

で
得
ら
れ
た
サ

ン
プ
ル
は
鉄
道
駅
関

係
六
五

一
件
、
そ
れ
以
外

の
街
角

で
の
サ
ン
プ
ル
三
〇

一
件

で

あ
る

(注
3
)。
外
国
語
で
頻
繁
に
現
れ
た

の
は
英
語
、
韓
国
朝

鮮
語
、
中
国
語
で
あ
る

(注
4
)。

・
街
頭
の
表
示

　
ま
ず
鉄
道
駅
以
外

の
街
頭
に
お
け
る
表
示
に
関
し
て
、
こ
こ

で
は
、
表
示
に
使
用
さ
れ
る
言
語
が
ど
の
よ
う
に
分
布

し
て
い

る
か
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
英
語
が
単
独
、
あ
る

い
は
日

本
語
と
と
も

に
用

い
ら
れ
た
ケ
ー
ス
㈲
は

一
一
二
件
、
同
様
の

値
は
韓
国
語
㈲
五
九
件
、
中
国
語
㈲

一
一
件
で
あ

っ
た
。
ま
た

英
語
が
単
独
で
、
あ
る
い
は
日
本
語
と
と
も
に
韓
国
語
に
加
わ

っ

た
例
ω
、
中
国
語
に
加
わ

っ
た
例
㈲
そ
れ
ぞ
れ
六
件

で
あ

っ
た

が
、
韓

・
中
の
み

の
組
み
合
わ
せ
、
あ
る

い
は
そ
れ
ら
に
日
本

語

の
み
が
加
わ
る
ケ
ー
ス
は
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
に
対

し
、
日

・
英

・
韓

・
中
の
四
言
語
表
示
ω
は
五
六
件
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
言
語
と
地
域
と
の
関
係

で
は
、
㈲

の
ケ
ー
ス
は
各

地
域
に
分
散
し
て
お
り
、
特
定

の
地
域

へ
の
偏
り
は
な
か

っ
た
。

内
容

の
面
で
も
、
交
通
機
関

・
方
向
案
内
、
地
名
表
示
、
公
的
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関西の多言語表示

施
設
名
、
注
意
、
企
業
名
、
商
店
名
な
ど
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
る
。

　
韓
国
語
の
㈲
㈹

の
ケ
ー
ス
は
、
大
阪
生
野
区
、
大
阪
ミ
ナ
ミ
の

歓
楽
街
で
あ
る
東
心
斎
橋
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
島
之
内
町
に
お
い

て
、
さ
ら
に
数
は
少
な
い
が
神
戸
三
宮
北
側
の
歓
楽
街
に
み
ら
れ

る
。
内
容
で
は
、
食
堂
、
カ
ラ
オ
ケ
、
食
品
雑
貨
店
、
ビ
デ
オ
レ

ン
タ
ル
店
の
看
板
が
半
数
を
し
め
、
消
費
者
金
融
、
美
容
室
な
ど

の
ほ
か
、
地
域
住
民
に
よ
る
、
ご
み
の
出
し
方
な
ど
の
注
意
書
き

な
ど
が
続
く
。
特
記
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
韓
国
語
に
よ
る
民
宿

(ミ
ン
バ
ク
)
や
宗
教
施
設
な
ど
の
看
板
も
み
ら
れ
た
。
生
野
区
鶴

橋
で
は

(日
)
韓

・
英
表
示
は
な
く
、
㈲

の
み
観
察
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
英
語
話
者
は
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
中
国
語

の
表
示
㈲
㈲
は
大
阪

ミ
ナ
ミ
の
島
之
内
町
、
電
気
屋

街
、
神
戸
三
宮
周
辺
に
観
察
さ
れ
た
。
中
国
人
住
民
向
け
の
雑

貨
屋
、
求
人
広
告
な
ど
も
み
ら
れ
た
が
、
半
数
以
上

の
九
件
は

大
阪

ミ
ナ
ミ
の
電
気
屋
街

で
の
中
国
人
観
光
客
む
け
の
も
の
で

あ

っ
た
と
推
測
で
き
る
。
神
戸
の
南
京
町
に
は
、
店
名
看
板

の

ほ
か
に
㈲

の
表
示
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
中
国
語
話
者
を
対

象
と
し
て
い
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

一
方
、
ω

の
四
言
語
表
記
は
英
語
表
記
と
同
様
に
各
地

へ
の

分
散
が
み
ら
れ
る
。
表
記
内
容
は
方
向

・
施
設

・
交
通
案
内
な

ど
、
公
的
な
内
容
が
大
部
分

(四
三
件
)
を
し
め
、
そ
の
他
、
公

衆
電
話
、
銀
行
A
T
M
案
内

(五
件
)、
カ
メ
ラ
監
視
の
警
告
な

ど
が
あ
る
が
、
私
的
企
業

の
も
の
は
五
件
と
極
端
に
す
く
な
い
。

ま
た
ω
表
示
は
日

・
英
表
示
よ
り
新
し

い
表
示
に
多
く
み
ら
れ

る
よ
う
で
あ
る
。

・
鉄
道
駅
の
表
示

　
街
頭
で
の
英
語
以
外
の
多
言
語
表
示
の
現
れ
方
に
は
、
地
域
、

ま
た
ブ

ロ
ッ
ク
の
社
会
的

・
歴
史
的
背
景

に
よ
り
、
特
徴
が

い

く

つ
か
見
ら
れ
る

の
に
対
し
、
あ
ま
り
顕
著
な
差
が
み
ら
れ
な

か

っ
た
の
は
鉄
道
駅
関
係
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
鉄
道
会
社
ご
と

の
違

い
が
目
立

つ
。
ま
ず
対
象
と
な

っ
た
駅

の
表
示
六
五

一
件

の
う
ち
、
英
語
を
含
む
も

の
は
、

五

一
二
件

(78
%
)、
こ
の
う

ち

(日
)
英

の
み
の
表
示
は
四
二

一
件

(65
%
)
で
あ

っ
た
。
そ

れ
に
対
し
、
中
国
語
、
あ
る

い
は
韓
国
語
が
単
独
、
あ
る

い
は

日
本
語
の
み
と

の
組

み
合
わ
せ
で
現
れ
る
例
、
お
よ
び
韓

・
中

の
み
の
組
み
合
わ
せ
も
な
か

っ
た
。
韓
、
中
の
現
れ
る
例
は
す

べ
て
、
日

・
英

・
韓

・
中
の
四
言
語
表
示
ω
に
か
ぎ
ら
れ

(九

一

件
、
13
%
)
、
韓
国
語
と
中
国
語
は
常
に
共
起
す
る
と

い
え
る
。

　
五

つ
の
調
査
地
点

で
の
す
べ
て
の
駅
の
デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
総

合
す
る
と
、
(日
)
英
が
含
ま
れ
る
例
㈲
は
、
表
1
の
よ
う
に
76
～

89
%
で
あ
る
が
、
四
言
語
表
示
ω
は
、
9
・
7
～
19
%
と
や
や
幅

が
あ
る
。

一
方
、
鉄
道
会
社
ご
と
の
平
均
で
は
、

(日
)
英
が
含
ま

れ
る
例
ω
は
68
～
91
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
四
言
語
表
示
ω
は
0
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多言語による案内表示

表1　 各地の鉄道駅での表示における言語の使用件数と

使用率

総サンプル数日英中韓日英 を含 む

11718(15%)105　 (89%)大阪難波周辺
19419(9.7%)159　 (81%)大阪梅田周辺
7114(19%)54(76%)大阪鶴橋駅

11320(17%)86(76%)京都京都駅
13422(16%)102　 (76%)神戸三宮周辺

写真1　 関西で鉄道駅などにみられる四言語表示(近 鉄

京都駅)

 

～

38

%
と

大

き

な

差

が

み
ら

れ

る
。
ω

が

み
ら

れ
な

か

っ
た

の

は
、

阪

神

お

よ

び

南

海

電

鉄

で
、

38

%

は
近

鉄

で

あ

っ
た

(写
真

1
)
。

4

多
言
語
性
の
諸
相

こ
こ
で
は
上
の
調
査
結
果
を
、
社
会

の
多
言
語
化
の
観
点
か

ら
考
察
し
た

い
。
筆
者
は
多
言
語
性

に
は
さ
ま
ざ
ま
な

レ
ベ
ル

が
あ
る
と
考
え
る
。
最
も
厳
密
な
意
味

で
の
多
言
語
性
と
は
、

単
に
社
会
、
あ
る

い
は
共
同
体

に
お

い
て
、
複
数

の
言
語
が
存

在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
状
態
だ
け
で
は
十
分
と
は
い
え
な

い

(注

5
)。
そ
の
た
め
の
必
要
条
件
と
し
て
、
多
民
族
社
会
に
お
い
て
、

複
数

の
言
語

の
話
者
が
相
互
に
そ
の
存
在
を
承
認
し
、
共
存
を

肯
定
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
状
況
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
多
言
語
性
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で

顕
在
化
し
得
る
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
、
複
数

の
言
語

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の
自
由
な
言
語
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

こ
れ
に
は

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
内
外

へ
の
当
該
言
語
に
よ

る
発
信
も
ふ
く
ま
れ
る
。
次
に
、
行
政
に
よ
る
言
語
サ
ー
ビ

ス

や
言
語
教
育
、
さ
ら
に
市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
言
語
支

援
な
ど
が
多
数
派
社
会
か
ら
の
動
き
と
し
て
み
ら
れ
よ
う
。

こ

れ
ら
の
背
景
に
は
社
会
が
主
流
派
言
語

の
み
の
独
占
物
と
し
て

で
は
な
く
少
数
言
語
と
と
も
に
構
成

さ
れ
る
と

い
う
意
識
の
存

在
が
前
提

で
あ
り
、
場
合

に
よ

っ
て
は
国
家
が

一
言
語
に
よ

っ

て
代
表
さ
れ
、
運
営
さ
れ
る
と

い
う
国
民
国
家
の
基
本
的
な
理

念
と
対
立
す
る
こ
と
に
も
な
り
う

る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
多

言
語
表
示

の
少
な
く
と
も

一
部
は
こ
の
よ
う
な
社
会
の
多
言
語

性
の

一
つ
の
現
象
と
し

て
見
な
さ
れ
う
る
。
以
上
は
多
民
族
性

と
関
わ
る
多
言
語
現
象

で
あ
る
。
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関西の多言語表示

　
第
二
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
必
ず
し
も
複
数

の
言
語

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
の
存
在
を
前
提
と
し
な

い
多
言
語
性
も
あ
り
う
る
。
個
人

や
社
会
の
多
言
語
能
力
、
多
言
語
活
動
が
ス
キ
ル
、
資
産
と
し

て
み
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
外
国
と

の
経
済
や
文
化
交
流
に
不

可
欠
な
外
国
語

ス
キ
ル
や
外
国
人

の
観
光
、
ビ
ジ
ネ

ス
な
ど
で

の
移
動
、
訪
問
の
便
宜
を
は
か
る
た
め
の
多
言
語
表
示
な
ど
が

そ
れ
に
あ
た
る
が
、
多
く

の
場
合
、
個
人
や
社
会
に
よ
る
、

い

わ
ゆ
る
国
際
化

へ
の
対
応
と
み
な
さ
れ
る
。

　
第
三
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
多
民
族
性
、
国
際
性
の
い
ず
れ
を

も
前
提
と
し
な
い
表
層
的
な
多
言
語
性
も
あ
る
。
厳
密
に
は
多

言
語
社
会
と

い
う
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
表
面
的

に
は
多
言
語
使
用
が
み
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
外
国
語
や
文
字

を
装
飾
と
し
て
用

い
る
場
合
で
、
そ
れ
ら
に
は
受
け
手
に
と

っ

て
知
的
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
本
場

の
イ
メ
ー
ジ
や
高
級

感
を
演
出
す
る
手
段
に
は
有
効
で
あ
る
。

5

多
言
語
化
か
ら
み
た
関
西
の
多
言
語
表
示

・
多
民
族
化
と
か
か
わ
る
多
言
語
表
示

　
調
査
を
実
施
し
た
地
域

で
、
実
際

に
地
域

の
多
民
族
化
、
お

よ
び
多
言
語
化
が
表
示
に
現
れ
た
と
判
断
で
き
る
の
は
、
大
阪

市
生
野
区
、
中
央
区
、
お
よ
び
神
戸
市

の

一
部
で
あ

っ
た
。
多

く
は

コ
リ
ア
ン

・
ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
の
経
済
活
動

や
か
れ
ら
の
日

常
生
活
と
か
か
わ

る
飲
食
店
、
食
品
店
、
ビ
デ
オ
シ

ョ
ッ
プ
、

美
容
室
な
ど

の
看
板

や
住
民
に
よ
る
ご
み
捨

て
の
注
意
書
き
、

求
人
広
告

で
あ
る
。

一
方
、
京
都
市

の
京
都
駅
南
側
に
は
コ
リ

ア
ン

・
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
が
集
住
す
る
地
域
が
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
ほ
と
ん
ど
多
言
語
表
示
と
し
て
は
現
れ

て
い
な
い
。
大
阪

生
野
区
鶴
橋
で
は

一
部
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
居
住
区
に

ハ
ン
グ
ル

が
み
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
近
年

の
ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
の

ハ
ン
グ
ル

表
記
お
よ
び
日
本
に
お
け
る
韓
流
の
影
響
と
分
析
さ
れ
て
い
る

(金

二
〇
〇
五
)。

一
方
で
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
韓
国
語
が
古
く
か
ら

み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
金

に
よ
れ
ば
、

コ
リ
ア
ン

・
オ
ー
ル
ド

カ

マ
ー
の
世
代
交
代
に
と
も
な
う
日
本
語

へ
の
言
語
移
行
過
程

の
反
映
で
あ
る
と
と
も
に
、
韓
国
文
化
や
伝
統

へ
の
志
向

の
現

れ
と
み
な
さ
れ
る

(二
〇
〇
九
、
二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
)。

　
多
民
族
化
を
背
景
と
す

る
外
国
語
表
示
は
、
関
西
で
は
ほ
か

に
も
、
い
く

つ
か
の
地
域
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
神
戸
市

長
田
区
、
八
尾
市

の
ベ
ト
ナ
ム
人
居
住
地
域
で
は
飲
食
店

の
看

板

が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
近
年

で
は
当
地
に
定
住
し
家
を
購
入
し

た
人
び
と

の
ベ
ト
ナ
ム
語

の
表
札
な
ど
も
少
な
い
が
目
に
触
れ

る

(写
真
2
)。
ま
た
関
西
各
地
に
点
在
す
る
中
国
帰
国
者

の
居

住
地
域
、
さ
ら
に
滋
賀
県
東
南
部
で
近
年
ブ

ラ
ジ
ル
人
が
増
加

し
た
地
域
に
も
、
か
れ
ら
を
対
象
と
す
る
雑
貨
店
な
ど

の
看
板

29



多言語による案内表示

写真2　 ベ トナム人の定住化にと

もないベ トナム名の表札がみられ

るようになった(大 阪八尾市)

写真3　 中国語による朝市禁止の

パネル(大 阪枚方市)

 

が
存
在
す
る
。
枚
方
市

の
あ
る
団
地
に
は
、
毎
土
曜
開
催
さ
れ

る
朝
市
を
禁
止
す
る
中
国
語
の
は
り
紙
が
み
ら
れ
る

(写
真
3
)。

こ
れ
は
あ
る
意
味
で
多
民
族
化
と
逆
行
す
る
動
き
に
み
え
る
が
、

一
方
で
多
言
語
化
は
認
め

て
お
り
、
外
国
語
を
用

い
た
表
示
の

伝
達
性
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の

よ
う
な
は
り
紙
も
あ
ま
り
効
果
は
な

い
よ
う
で
、
朝
市
は
そ
の

前
で
依
然
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
。

・
国
際
化
と
か
か
わ
る
多
言
語
表
示

　
国
際
化
を
意
識
し
た
表
示
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
に
お
け

る
情
報

の
多
言
語
化
は
代
表
的
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
多
言
語
表
示
は
現
在
、
空
港
は
も
と
よ
り
、
関
西

の
ほ
と
ん

ど

の
交

通

機

関
に

お

い
て
進

め

ら
れ

て
お
り
、
特
に
鉄
道

に
関
し
て
は
、
デ
ー

タ
で
み
た
と
お
り
、

英

語

で
は

ほ

ぼ
不

自

由

な
く

目

的
地

へ
到
達

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

最

近

は
四
言

語

表

示
も

鉄
道
を
中
心

に
積
極
的
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
動

き
は
、
ま
た
鉄
道
だ
け
で
は
な
く
梅
田
な
ど
主

要
駅
周
辺

の
地

下
街

で
の
施
設
や
方
向
案
内
に
も
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
近
年
、
政
府
、
自
治
体
で
策
定
さ
れ
て
い
る
交
通

機
関
や
公
共
施
設
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
の
多
言
語
化

へ
の
指
針
と
関

係
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
目
的
は
国
際
観
光
客
誘
致
の

た
め
の
条
件
整
備
に
あ
る

(写
真
4
)。
四
言
語
表
示
の
よ
う
に
地

域
に
在
住
す
る
外
国
人
を
考
慮
に
入
れ
た
よ
う
な
多
言
語
表
示
も

一
部
で
み
ら
れ
る
が
、
原
則
的
に
、
高
レ
ベ
ル
の
施
策
立
案
者
に

は
外
国
人
観
光
客
し
か
視
覚
に
入

っ
て
い
な
い
と
い
え
る

(注
6
)
。

　
ま
た
、国
際
化
は
特
定
国
か
ら
の
外
国
人
を
顧
客
と
す
る
商
店
、

敦
度
苫
、
観
光
ス
ポ
ツ
ト
D
表
示
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
含
ぱ
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四
言
語
表
示
よ
り
も
、
顧
客
の
言
語
が
も

っ
ぱ
ら
用

い
ら
れ
る
よ

う

で
あ
る
。
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
電
気
屋
街
免
税
店
で
は
中
国
語
や
韓

国
語
に
並
び

ロ
シ
ア
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
観
察
さ
れ
た
。

欧
米
の
言
語
が
中
心
で
あ
る
が
、
近
年
で
は
中
国
語
、
韓
国
語
、

タ
イ
語
な
ど
が
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
品
店
な
ど

の
店
名
な
ど
に
用

い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
関
西

一
円
で
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

関西の多言語表示

・
装
飾
と
し
て
の
多
言
語
表
示

　
外
国
語
表
示
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
も

っ
と
も
古

い
伝
統
を

も

つ
も

の
で
あ
る
が
、
関
西
で
も
、
日
本
人
消
費
者
を
対
象
と

す
る
商
業
施
設

に
は
広
く

み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
特

に
、
レ

写真4　 路線バスの車体にもみられる四言語表

示(奈 良市)

ス
ト

ラ
ン
、

バ
ー
、

フ

ァ

ッ

シ

ョ

ン
、

美
容

関

連

な
ど

に

多

く
、

住

宅

地

な

ど

に
孤

立

す

る
店

舗

に
も

み
ら
れ

る

が
、

こ
れ

ら

の
業

種

が
集

合
的

に
み

ら
れ
る
地
域

で
は
、

日

本
語

の
意

図

的

な

排
除

ま

で
感

じ

ら

れ

る
ほ
ど

で
あ

る
。
多
く

は
英
語
、

フ

ラ
ン

ス
語
な

ど

6
　
ま
と
め

　
全
体
と
し
て
、
京
阪
神
の
多
言
語
表
示
は
、
上
記
の
三
つ
の
多

言
語
性
を
代
表
し
て
い
る
が
、
近
年
は
、
国
際
性
と
多
民
族
性
に

お
い
て
顕
在
化
が
著
し
い
。
前
者
は
、
公
共
交
通
機
関
や
公
共
施

設
、
地
下
街
な
ど
に
お
い
て
み
ら
れ
る
も
の
で
、
日

・
英
中
心
か

ら
中

・
韓
が
加
わ
る
表
示
に
政
策
的
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
。
多
民

族
性
を
代
表
す
る
多
言
語
表
示
は
外
国
人
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
存
在

す
る
地
域
に
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

コ
リ
ア
ン
や
中
国
人
な
ど
の

オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
の
集
住
す
る
地
域
よ
り
も
、

ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の

活
動
す
る
歓
楽
街
や
そ
の
近
隣
、
さ
ら
に
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
集
住

地
周
辺
に
点
在
的
に
現
れ
る
。
以
上
の
ほ
か
、
外
国
人
を
顧
客
と

し
て
意
識
し
た
多
言
語
表
示
が
駅
周
辺
、
免
税
店
、
消
費
者
金
融

な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
言
語
の
選
択
は
、
政
策
と
し
て
で
は
な
く
、

実
利
性

・
経
済
原
理
に
よ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　
以
上
を
多
言
語
化
と
の
観
点
か
ら
総
合
し
て
み
る
と
、
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
の
言
語
活
動
に
触
発
さ
れ
た
と
は
い
え
、
外
国
人

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
が
発
信
す
る
韓
国
語
や
中
国
語
表
記
が
か
れ
ら

の
経
済
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多言語によ3案 丙表示

活
動
に
と
も
な
い
顕
在
化
し
て

い
る
と

い
え
る
。
同
時
に
こ
れ

は
、
多
数
派
側
に
よ
り
多
言
語
状
況
が
拒
否
さ
れ
る
こ
と
な
く

受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と

い
う

こ
と
の
現
れ
で
も
あ
る
。
今
回

の
デ
ー
タ
で
は
、
行
政
側
か
ら
の
外
国
人
住
民

へ
の
多
言
語
表

示
は
十
分

に
検
証
で
き
な
か

っ
た
が
、
少
な
く
と
も
国
際
化
を

促
進
し
よ
う
と
す
る
意
味

で
の
四
言
語
表
示
は
積
極
的
に
採
用

さ
れ

て
お
り
、
欧
米
な
ど

で
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
外
国
語
表

示

へ
の
拒
否
は
、
関
西
に
お
い
て
観
察
さ
れ
な
か

っ
た

(庄
司

二

〇

〇
九

、
三

七

～

四

〇

頁

)
。

ま
た
、
今

回
の
調
査
で
は
、
関
西

で
も
公
的
表
示
と
私
的
表

示
は
現
れ
方

に
お
い
て
異
な
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。
目
き
脅
嘱

簿

鈴

(一⑩
ミ
)
は
、
公
的
表
示
で
は
言
語
の
選
択
は
政
策
的
に
決

定
さ
れ

一
般
的
に
均

一
で
あ
る
の
に
対
し
、
私
的
表
示

で
は
自

由
で
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
た
め
多
様
で
あ
る
と
し
た
。
バ
ッ

ク
ハ
ウ
ス

(ゆ
碧
臣
磐
の
b。OO
O)
に
よ
る
東
京
の
調
査
に
お
い
て
も

同
様
の
結
果
が
で
て
い
る
。
今
回
の
関
西
に
お
け
る
調
査

で
は
、

公
共
性
の
高

い
表
示
は
、
(日
)
英

の
二
言
語
表
示
、
日

・
英

・

韓

・
中
の
四
言
語
表
示

の
よ
う

に
、
地
域
を
越
え
て
比
較
的
均

一
に
現
れ
る
の
に
対
し
、
私
的
な
表
示
は
、
言
語

の
選
択
、
組

み
合
わ
せ
に
お

い
て
、
多
民
族
性
、
国
際
性
を
背
景
と
す
る
場

合

い
ず
れ
に
お

い
て
も
、
個
別
的
で
多
様

で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な

っ
た
。
大
阪
生
野
の
よ
う
に

コ
リ
ア
ン
住
民
が
多

い
地

域
で
も
、
J
R
鶴
橋
駅
や
周
辺
の
公
的
表
示
に
は
そ
の
存
在
が
、

ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な

い
事
実
に
よ

っ
て
も
、
逆
説
的
に

証
明
さ
れ
て
い
る
。

　
関
西
に
お
け
る
多
言
語
表
示
の
進
展
は
速

い
。
か

つ
て
ほ
と

ん
ど
韓
国
語
、

ハ
ン
グ
ル
が
観
察
さ
れ
な
か

っ
た
大
阪
生
野
区

の
コ
リ
ア
ン

・
オ
ー
ル
ド
カ

マ
ー

の
居
住
地
域

に
韓
国
語
が
顕

在
化
し
は
じ
め
て
わ
ず
か

一
〇
年
あ
ま
り
で
あ
る
。
そ

の
背
景

に
は
、

ニ
ュ
ー
カ

マ
ー
の
経
済
活
動

の
影
響
や
韓
流
ブ
ー
ム
が

あ
り
、
オ
ー
ル
ド
カ
マ
ー
自
身

の
韓
国
語
志
向

や
多
数
派

で
あ

る
日
本
人
の
韓
国
語
、
外
国
語

へ
の
意
識
の
変
化
も
認
め
ら
れ

る

(金

二
〇
〇
五
)。
こ
の
よ
う

に
、
多
言
語
表
示
は
、
そ
れ
と

並
行
す
る
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
読
み
取

る
有
効
な
手
段

と
な
り
う

る
。
今
後
、
多
言
語
表
示
、
多
言
語
景
観

の
研
究
は

単
な
る
現
象

の
記
録
や
追
認
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が

い
か
な
る

現
象
と
関
わ
り
、
ま
た
逆

に
影
響
を
あ
た
え

て
い
る
か
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

注1
　

関
西
と

は
厳
密

に
は
、
大
阪

、
京
都
、

兵
庫
を

中
心
と

し
、
奈
良

、

　
滋

賀
、
和

歌

山

を
含

む

地
域

で
あ

る

が
、

本

論

で

は
大

阪
、

京
都

、

　
兵
庫

の
都
市
部
を
主

た
る
対
象

と
し

て
い
る
。

2
　

調
査

は
筆
者

の
呼

び

か
け

に
応
じ

た
十
数

名

の

メ
ン
バ

ー
と
と

も

　

に
5

回

に
わ

た
り

実
施

し
た
。

毎

回

一
地
域

を

鉄
道

駅

、
歓

楽
街

、

　
ビ

ジ
ネ

ス
街

な
ど
数

ブ

ロ

ッ
ク
に
分

け
、
調

査

チ

ェ
ッ
ク

シ
ー
ト

と
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関西の多言語表示

　
画
像

撮

影

に

よ
り
、

多

言
語

表

示
を

記

録
し

た
。

デ
ー

タ
は

地
域

、

　
ブ

ロ

ッ
ク
の
担

当
者

が
集

計
、
解
説

し
最
終
的

に
庄
司
編

(
二
〇

〇
六
)

　
に
ま

と

め
た
。

本

稿

は
そ

の
主

に
そ

の

デ
ー

タ

に
基

づ

い
て
お
り
、

参

加

メ

ン
バ
ー

の
功
績

に
負

う
と

こ
ろ
が
多

い
。

記
し

て
感
謝

し
た

　

い
。

3
　
鉄

道
駅

は
、
行

き
先

案
内

な
ど

あ
ら

か
じ

め
設
定

し

た
項

目
に

つ

　

い
て
す

べ

て
調

査

し
た

が
、
街

頭

で
は
外

国

語
を

含

む
表

示

だ

け
、

　
そ
れ

も
目

に
触

れ
た
も

の
だ

け

で
あ

る
た

め
、
網

羅
的

な
調
査

結
果

　
で
は

な

い
。

ま

た
、
関

西

で
は
調
査

地
点

以
外

に
も
外

国
語
表

示

は

多

く

み
ら
れ
る

こ
と

は
断

っ
て
お

き
た

い
。

4
　
以

下
、
必
要

に
応

じ
英
語

H
英

、
韓
国
朝

鮮
語

"
韓
、
中
国
語

H
中
、

　
日
本
語
=

日
と
略
す
。

5
　
た

と
え

ば
、

地
域
的

、
階

層
的

に
隔

離
あ

る

い
は
抑

圧
さ

れ
た

状

　
況

で

の
多

言
語

の
存
在

は
多

言

語
社
会

と

い
う
条

件
を

み
な

し

て

い

　
る
と

は

い
え
な

い
。

こ

の
よ
う

な
意
味

で
の
日
本

に

お
け

る
単
な

る

多

言

語
状

況

は
、

こ
と

さ

ら
今

を
強

調
す

る
ま

で
も

な
く
、

ア
イ

ヌ

　
語

は

い
う

に

お
よ
ば

ず
、
朝

鮮
支

配

以
来

の
朝
鮮

語

に
関
し

て
も

い

　
え
た
。

現
在

の
多

言
語

性

の
検
証

は
過

去

の
潜
在

的
多

言
語

性
が

い

　
か

に
抑

圧
さ
れ

て
き

た
か

と

い
う

反
省

の
上
に
成

り
立

つ
と

い
わ

れ

　

る
所

以
で
あ

る

(庄

司

二
〇
〇
七
、
三
六
頁
)
。

6
　
国

土
交

通
省

が
公

共
交

通
機

関

に
お
け

る
情
報

提
供

の
多

言
語

化

　
促
進

の
た
め
策

定

し
た

二
八
頁

に
及

ぶ
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で
は
、
終

始

　
外
国

人
旅
客

の
利
便
性

の
向
上

の
み
が

関
心

の
対
象

と
な

っ
て
お

り
、

　
「
日
本

で

の
滞
在
期

間

の
浅

い
外

国
人

(留

学
生
、
勤
労

者
)
」

は
、
「
外

　
国

人
観
光

旅
客

等

か
ら

の
意
見

を
収
集

す

る
方
法

」

の

一
つ
と

し

て

　

一
度

の
み
言
及
さ

れ
て

い
る

(国

土
交
通
省

二
〇
〇
六
、
二
七
頁
)
。

文
献

金
美
善

(
二
〇
〇
五
)

「
言
語
景

観
に

み
え

る
在

日

コ
リ
ア

ン
の
言

語
使

　

用
ー

新
来

者

の
登

場
が
も

た
ら

し
た
も

の
ー

」

(真

田
信
治
他

編

『在

　

日

コ
リ
ア
ン

の
言
語
相
』

和
泉
書
院
、

一
九
五

～
二
二
四
頁
)

金

美
善

(
二
〇

〇
九

)
「
言
語

景
観

に
お
け

る
移
民
言
語

の
あ
ら

わ
れ
か

　

た
」

(庄

司
博
史

・
P
、

バ

ッ
ク

ハ
ウ

ス

・
F

・
ク
ル

マ
ス
編

『日
本

　

の
言
語
景
観
』

三
元
社
、

一
八
七

～
二
〇
五
頁
)

国
土
交
通

省

(
二
〇
〇
六
)

『
公
共
交

通
機
関

に
お
け

る
外
国
語
等

に
よ

　

る
情

報
提
供

促
進

措
置

ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
ー

外

国
人

が

ひ
と
り
歩

き

で

　

き
る
公
共

交
通

の
実
現

に
向

け

て
』

(国
土
交

通
省

総
合
政
策

局
観
光

　

地
域
振

興
課

算
ε
H＼
＼
≦
≦
≦

ヨ
汗

σQ
ρ
甘
＼
ω
o
oQ
o
ω似
ω蹄

¢
＼
惹

⇒
犀
o
＼
b
侮
ぐ

　

犀
〇
三
ω
巨

oq
巳
9
ぎ

Φ
も
島
)

庄
司
博

史

(
二
〇

〇
七
)　

「
日
本
社
会

の
多

言
語

状
況
-

何
が

か
わ

っ

　

た

の
か
、
何
が
か
わ

る

の
か

」
(
『明
海
大
学

大
学
院
応
用

言
語
学
研
究
』

　
乞
○
も。
、
三

三
～

四
入
頁
)

庄
司
博

史

(
二
〇
〇
九
)

「
多
言
語

化
と
多

言
語
景
観
-

多
言

語
景
観

か

　

ら
な

に
が

み
え

る
か
」

(庄
司

博
史
、

P

・
バ

ッ
ク

ハ
ウ

ス
、

F

・
ク

　

ル

マ
ス
編

『日
本

の
言

語
景
観
』

三
元
社
、

一
七
～
五

二
頁

)

庄
司
博
史

編

(
二
〇
〇
六
)

『ま
ち

か
ど
多
言
語
表

示
調
査
報

告
書
』

(多

　

言
語
化
現
象

研
究
会
)

bd
p
o
評
げ
磐

ω
噂
勺
①
け臼

N
O
8

ζ
q
一臣

ヨ
ゆ身
=
豊

ω
日

ヨ

↓
o
評
団
o
　
〉

い
o
o
吋

　

ぎ
8

9
Φ
い
ぎ
oq
巳
ω
臥
o
い
き

α
ωo
巷

①
゜
ミ

鷺
ミ

ミ
軌§

ミ

冒

ミ
ミ
ミ

ミ
.

　

さ

、ミ

§
鴫
ミ
ミ
詠
ミ

<
o
漏
2

0
ト

b
b
°器

ふ
①
゜

い
き

費

ざ

園
゜
俸

ゆ
o
霞

三
ρ

幻
゜
因
」

8

刈

ζ

⇔
ゆq
巳
ω
二
〇

}き

侮
ω
o
穏

Φ

き

創

　

Φ
昏

ロ
o
ζ
昌
oQ
巳
ω
江
o

〈
詳
巴
凶蔓

"
〉
口

Φ
日
b
三

〇
巴

ω
ε

傷
団
゜
冒

ミ

遮
ミ

ミ

　

ト
§

鴨
ミ
ミ

§

亀

象

9
ミ

℃
超

oぎ

N§

噛
く
o
口

①
も

層
』

G。
藁
⑩
'

　
(
し

ょ
う
じ

・
ひ
ろ
し
　
国

立
民
族
学
博
物

館
民
族
社
会

研
究
部
教

授
)
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